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▲男性の部　後列左から
　２位　釣谷　幸夫さん
　優勝　須田　幸夫さん
　３位　大塚　春治さん

▲女性の部　前列左から
　２位　佐伯　俊子さん
　優勝　高越　雅恵さん
　３位　越後　富子さん

今月の表紙

第30回年金友の会
パークゴルフ大会（Ｐ4～5）

６月 18日（火）



気象変動に強い稲体づくり！
登熟歩合の向上のため的確な穂肥施用を行い稲体の
活力維持を図り高品質米の生産に努めましょう！

　稲の生育状況は、６月１８日の調査では「てんたかく」の生育は平年より３日早く、出
穂期は７月１８日頃の予想です。平年に比べ、草丈は並み、茎数はかなり多く、葉色は並
みとなっています。「コシヒカリ」の生育は平年より１日程度早くなっています。
　病害虫ではカメムシ類の発生が多くなっています。特に大麦跡の未処理ほ場では発生が
多くなることから、①緑肥作物（クロタラリア）の作付、②野菜やソバの作付予定田では
モアによる除草③未作付田では耕起やモアによる除草、非選択性除草剤の散布による雑草
対策を徹底しましょう。

　斑点米カメムシの発生を抑えるため水田周
辺の雑草管理を徹底しほ場への侵入を防ぎま
しょう。また、基本防除剤は必ず 2 回散布し、
いもち病や紋枯れ病を予防しましょう。

　夏場における稲体の活力維持のため出穂７
日前の葉色が葉色板で 4.0（砂壌土 4.2）以下
の場合は、出穂３日前までに窒素成分で 0.7
～ 1.0㎏／ 10 ａ追肥する。

●出穂期の水管理
幼穂形成期から出穂期までは「間断かん

水」、出穂期から 20 日間は「湛水管理」と
し登熟歩合の向上とカドミウムの吸収抑制
を図りましょう。その後、収穫の５日～７
日前までは「間断かん水」を行う。
●フェーン時の水管理

フェーン現象や台風による強風時は、稲
の葉面から急激に水分が蒸発し、根を傷め
る恐れがあります。天候に注意しフェーン
発生前や台風の接近前にほ場に灌水し、通
過後は速やかに落水しましょう。

⑴  雑 草 管 理 ・ 防 除 の 徹 底

⑵  的 確 な 穂 肥 施 用

⑶  水 管 理

７月 ８月 ９月

水管理 間断
かん水 間断かん水飽水管理 湛水

水　深

〈水管理のイメージ〉コシヒカリの場合

幼穂
形成期

出穂後
20日間

出穂期

収穫
５～７日前
落水

コシヒカリ
７月 12 日頃

いみず野だより　２

　

６
月
14
日
㈮
、
令
和
元
年
産
大
麦
の
初

検
査
が
新
湊
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
検
査
を
受
け
た
の
は
、
５
月
29
日

㈬
か
ら
６
月
７
日
㈮
ま
で
に
収
穫
さ
れ
た

フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
80
ｔ
で
、
全
量
一
等

で
買
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
大
麦
の
品
質
は
、
容
積
重
は

前
年
よ
り
重
く
、
千
粒
重
は
前
年
よ
り
軽

い
結
果
で
し
た
。
ま
た
、
粒
形
・
充
実
度

は
前
年
並
、
光
沢
は
や
や
劣
り
、
被
害
粒

の
混
入
は
無
く
、
硬
質
粒
は
見
ら
れ
ず
、

総
体
的
に
は
昨
年
並
み
で
し
た
。

　

作
柄
は
、
穂
数
は
前
年
よ
り
や
や
少
な

く
登
熟
期
間
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
が
、
収

量
に
つ
い
て
は
昨
年
よ
り
少
な
い
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

乾
燥
調
製
に
あ
た
っ
て
は
、
整
粒
歩
合

80
％
を
目
途
に
、
網
目
の
清
掃
を
行
い
、

良
品
質
麦
の
生
産
・
出
荷
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

令
和
元
年
産

大
麦
初
検
査▲検査中



　
毎
年
恒
例
の
「
田
祭
り
」
が
、
６
月
８
日
㈯

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
片
口
支
店
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
祭
り
は
、
片
口
保
育
園
・
小
学
校
・
自
治
会
等
、
地
域
全
体
の
協
力
を
得
て
、

Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
・
女
性
部
・
Ｊ
Ａ
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
広
場
や
、
Ａ
コ
ー
プ
商
品
で
「
父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

作
り
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
焼
き
鳥
・
焼
き
そ
ば
・
コ
ロ
ッ

ケ
等
の
屋
台
に
は
、
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
片
口
保
育
園
園
児
の
お
遊
戯
、
ち
び
っ
こ
の
ど
自
慢
、

Ｊ
Ａ
青
年
部
、
女
性
部
に
よ
る
余
興
等
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
の
繁
忙
期
終
了
の
お
祝
い
と
豊
年
満
作
の
願
い
を
込
め
て
、
最
後
は
恒
例
の
餅

ま
き
を
し
て
、
会
場
は
最
高
潮
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

３　いみず野だより

　

6
月
8
日
（
土
）、
農
産
物
直
売
所
「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」
新
湊
店
に
お
い
て
「
玉
ね
ぎ

フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ア
は
、
地
元
射
水
産
の
玉
ね
ぎ
が
陳
列
棚
い
っ
ぱ
い
に
並
び
、
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
玉
ね
ぎ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
を
使
用
し
た
玉
ね
ぎ
サ
ラ
ダ
の
試
食
が
振
る

舞
わ
れ
、
お
客
様
か
ら
は
「
み
ず
み
ず
し
く
甘
み
が
あ
る
」
と
大
変
好
評
で
し
た
。

　

今
が
旬
の
玉
ね
ぎ
は
辛
み
が
少
な
く
生
で
も
食
べ
や
す
い
で
す
。
ま
た
、
新
陳
代

謝
を
盛
ん
に
す
る
働
き
や
、
血
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
働
き
も
あ
り
、
高
血
圧
や
糖
尿

病
な
ど
に
効
果
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
体
的
に
硬
く
、
ず
っ
し
り
と
し

た
も
の
が
、
玉
ね
ぎ
を
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」
新
湊
店
で
は
、
今
後
7
月
中
旬
頃
に
「
え
だ
ま
め
フ
ェ
ア
」
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
菜
っ
ち
ゃ
ん
の
掲
示
板
等
で
ご
確
認
下
さ
い
。

「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」
新
湊
店

　
　
　
玉
ね
ぎ
フ
ェ
ア
開
催
！

豊
作
願
っ
て

「
片
口
田
祭
り
」

▲

陳
列
棚
い
っ
ぱ
い
の
玉
ね
ぎ

▲

重
さ
を
確
認
し
な
が
ら
玉
ね
ぎ
を
選
ぶ
お
客
様

わっしょい♪ わっしょい♪



パークゴルフ大会
第30回 年金友の会

　６月18 日（火）、南郷パークゴルフ場にて好天の下「第３０回いみず野農協年金友の会パークゴルフ大会」が
開催されました。
　この大会はいみず野農協の年金友の会会員の方々が、パークゴルフを通じてコミュニケーションの輪を広げ、
健康の維持増進と会員相互の親睦を図ることを目的としており、今大会は 239 名と多数の会員の方々に参加頂
きました。
　開会式では、いみず野農協年金友の会連絡協議会の竹内紘一副会長による開会宣言の後、昨年 10 月に行わ
れた第 29 回大会の優勝杯が返還され、同協議会の坪田孝一会長と、当農協の水元睦雄組合長による挨拶が
ありました。
　参加者は、競技が始まると真剣な表情でボールを打ち、「ナイスショット！！」とお互いのプレイを認め合い励
まし合って楽しまれているようでした。
　４コースを通した熱戦の末、男性の部では上位２名の方が 97 点となったため、プレーオフが行われました。
白熱した勝負は大門支店の須田幸夫さんが見事に優勝を勝ち取られ、大いに盛り上がりました。女性の部では
三島野支店の高越雅恵さんが 100 点と素晴らしいスコアで優勝に輝きました。
　閉会式では、同協議会の多田壽一副会長による閉会宣言で、大会が締めくくられました。

順位 男子の部 支店 スコア
優　勝 須　田　幸　夫 大　門 97

２　位 釣　谷　幸　夫 小　杉 97

３　位 大　塚　春　治 三島野 98

順位 女子の部 支店 スコア
優　勝 高　越　雅　恵 三島野 100

２　位 佐　伯　俊　子 小　杉 101

３　位 越　後　富　子 三島野 102

　　　　　表　彰　式 Cong r a t u l a t i on s !　Cong r a t u l a t i on s !　Cong r a t u l a t i on s !

開会のあいさつ
ＪＡいみず野  水元　睦雄 組合長

開会のあいさつ
ＪＡいみず野  年金友の会連絡協議会

坪田　孝一 会長

開会宣言
ＪＡいみず野  年金友の会連絡協議会

竹内　紘一 副会長

いみず野だより　４

※優勝はプレーオフにより決定



　　　　　表　彰　式 Cong r a t u l a t i on s !　Cong r a t u l a t i on s !　Cong r a t u l a t i on s !

それっっ！

よしっ！！

入れっ！！

狙いを定めて

閉会宣言
ＪＡいみず野  年金友の会連絡協議会

多田　壽一 副会長

おめでとう

　ございます！

５　いみず野だより



　

大
相
撲
高
砂
部
屋
の
初
め
て
の
富
山
合
宿
を
前
に
、
６
月

11
日
㈫
射
水
市
の
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
だ
い
も
ん
相
撲
場
に

て
、
当
農
協
よ
り
米
一
番
１
５
０
キ
ロ
・
米
焼
酎
を
差
し

入
れ
し
ま
し
た
。
塚
本
清
代
表
理
事
専
務
、
鈴
木
健
一
南
郷

支
店
長
が
力
士
に

手
渡
し
、「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
相
撲

夏
場
所
で
初
優
勝

し
た
朝
乃
山
関
を

間
近
で
見
る
こ
と

が
出
来
、体
格
の
良
さ
、迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
砂
部
屋
の
富
山
合
宿
は
、
６
月
12
日
㈬
～

13
日
㈭
迄
行
わ
れ
ま
し
た
。
普
段
は
な
か
な
か
見

る
こ
と
が
出
来
な
い
力
士
た
ち
の
ぶ
つ
か
り
合
い

や
握
手
会
、
数
量
限
定
で
ち
ゃ
ん
こ
鍋
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。
両
日
で
５
、０
０
０
人
超
の
大
相
撲

フ
ァ
ン
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
㈰
に
は
富
山
県
庁
周
辺
で
朝
乃
山
関

の
凱
旋
パ
レ
ー
ド
後
、
県
ス
ポ
ー
ツ
特
別
栄
誉
賞

と
富
山
市
特
別
表
彰
の
贈
呈
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

凱
旋
パ
レ
ー
ド
は
２
万
５
千
人
の
観
客
が
集
ま
り
、

名
古
屋
場
所
の
朝
乃
山
関
に
更
な
る
期
待
が
高
ま

り
ま
す
。

いみず野だより　６

ス
の
間
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
が

植
え
て
あ
る
。

・
チ
ン
ゲ
ン
菜
と
春
菊
を
近
く
に
植

え
て
虫
害
予
防
・
雑
草
抑
制
を
す
る
。

・
キ
ャ
ベ
ツ
、
イ
チ
ゴ
な
ど
草
丈
の

低
い
野
菜
に
は
防
虫
ネ
ッ
ト
。

・
背
の
高
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
は
、

鳥
害
予
防
の
テ
グ
ス
が
張
ら
れ
て
い

る
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
野
菜
の
特
徴
を
生
か
す
た
め

の
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
身

近
な
と
こ
ろ
で
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
が

気
に
な
っ
た
の
で
簡
単
に
取
り
上
げ

て
み
ま
す
。

〈
ト
マ
ト
〉

・
定
食
後
、
わ
き
芽
は
大
き
く
な
る

前
に
全
て
を
取
り
、
主
枝
を
1
本
に

す
る
。

・
実
の
大
き
さ
を
揃
え
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
小
さ
い
実
・
変
形
し
た
も

の
を
取
り
除
く
。

・
摘
芯
し
て
生
長
を
止
め
る
こ
と
で
、

花
に
栄
養
が
行
き
届
き
実
を
大
き
く

す
る
。

〈
ナ
ス
〉

・
雌
し
べ
の
方
が
雄
し
べ
よ
り
長
い

花
が
多
く
み
ら
れ
る
株
は
栄
養
が
順

調
。
雄
し
べ
に
雌
し
べ
が
埋
も
れ
て

見
え
な
い
花
が
多
い
と
栄
養
不
足
な

の
で
肥
料
を
与
え
る
。

・
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
株
全

体
の
１
／
３
か
ら
１
／
２
の
枝
を
切

り
戻
す
と
、
お
い
し
い
秋
ナ
ス
が
収

穫
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
我
が
家
で
収
穫
し
た
野
菜

に
は
、
色
・
形
な
ど
、
ど
こ
か
に
不
満

が
あ
り
ま
し
た
。
青
空
教
室
に
参
加
し

て
、
実
際
に
野
菜
を
見
な
が
ら
の
説
明

は
、
目
で
見
る
参
考
書
で
、
と
て
も
勉

●
家
庭
菜
園
教
室
に
参
加
し
て

　

５
月
20
日
㈪
午
後
よ
り
「
こ
す
ぎ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ラ
ー
ク
」
か

ら
北
へ
徒
歩
２
分
位
の
所
に
あ
る
菜
園

を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
30
度
の
真
夏
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し

て
お
ら
れ
、
営
農
指
導
員
の
野
岸
さ
ん

の
進
行
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

畑
に
は
、
一
般
的
な
夏
野
菜
の
葉
物
、

つ
る
も
の
、
豆
類
、
芋
類
な
ど
多
種
の

野
菜
が
植
え
ら
れ
て
い
て
関
心
す
る
事

ば
か
り
で
し
た
。

　

例
え
ば
、

・
土
壌
病
害
を
防
ぐ
た
め
に
ト
マ
ト

の
根
元
に
ニ
ラ
が
、
病
害
予
防
に
ナ ▲熱心に説明を聞く参加者の方々

高
砂
部
屋
合
宿
に

米
一
番
１
５
０
キ
ロ・

　

 
米
焼
酎 
差
し
入
れ

米一番を手渡す塚本清代表理事専務米一番を手渡す鈴木健一南郷支店長

左から　鈴木健一南郷支店長、朝乃山関、塚本清代表理事専務



７　いみず野だより

強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
野
菜
作
り

を
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
教
わ
っ
た

基
本
を
忘
れ
ず
に
実
践
し
て
理
想
の
野

菜
を
育
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
次

回
開
催
さ
れ
る
折
に
は
、
皆
様
も
是
非

参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
杉
支
部
）

●「
い
み
ず
野
マ
マ
さ
ん
大
学
」

　
に
参
加
し
て

　

梅
雨
入
り
し
た
と
は
言
え
、
晴
れ
間

の
見
え
る
６
月
９
日
～
10
日
の
２
日
間
、

女
性
部
員
59
名
を
乗
せ
た
２
台
の
バ
ス

は
、
早
朝
５
時
に
出
発
し
て
北
陸
道
か

ら
阪
和
道
へ
と
、
渋
滞
も
な
く
快
適
な

走
り
を
続
け
約
７
時
間
の
乗
車
を
経
て
、

和
歌
山
県
へ
入
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
車
窓
に
見
え
た
の
は
、
山
の

斜
面
を
這
う
よ
う
に
植
え
ら
れ
た
み
か

ん
の
木
、
今
は
端
境
期
の
為
オ
レ
ン
ジ

色
は
見
え
な
か
っ
た
け
ど
、
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
オ
レ
ン
ジ
色
の
じ
ゅ
う
た
ん

に
染
ま
る
景
色
を
想
像
し
ま
し
た
。
そ

し
て
お
楽
し
み
の
昼
食
は
、
小
学
校
の

校
舎
を
改
築
し
た
「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

み
か
ん
畑
」
素
朴
で
ほ
っ
こ
り
す
る
名

の
通
り
、
お
母
さ
ん
達
の
作
っ
た
地
元

の
野
菜
、
果
物
を
使
っ
た
バ
イ
キ
ン
グ

料
理
で
、「
母
ち
ゃ
ん
の
味
」
そ
の
も
の

で
、
優
し
い
味
に
大
満
足
で
し
た
。

　

南
紀
と
言
え
ば
、
日
本
一
の
梅
の
産

地
、
丁
度
収
穫
の
最
盛
期
な
の
か
木
の

下
に
青
い
ネ
ッ
ト
を
敷
き
詰
め
て
、
一

面
山
の
頂
上
迄
続
い
て
い
ま
す
。
み
か

ん
も
梅
も
こ
の
斜
面
で
の
重
労
働
を
思

え
ば
、
値
段
が
決
し
て
、
安
く
な
い
の

も
納
得
し
た
光
景
で
し
た
。
遠
い
昔
、

白
浜
温
泉
は
新
婚
旅
行
の
メ
ッ
カ
で
し

た
が
、
今
は
多
国
籍
の
人
々
も
訪
れ
る

観
光
地
に
。
パ
ン
ダ
の
人
気
も
一
役
、

大
い
に
支
え
て
い
ま
す
。
２
日
目
は
、

１
２
０
０
年
前
、
弘
法
大
師（
空
海
）に

よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
日
本
仏
教
の
聖
地

の
ひ
と
つ
高
野
山
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

朝
か
ら
の
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

つ
づ
ら
折
り
の
坂
道
を
登
る
事
３
時
間
。

高
野
山
金
剛
峯
寺
に
到
着
す
る
頃
に
は
、

雨
は
す
っ
か
り
上
が
り
、
傘
い
ら
ず
で

し
た
。
こ
れ
も
日
頃
の
私
達
の
行
い
と
、

弘
法
大
師
の
お
導
き
か
と
納
得
し
ま
し

た
。
標
高
８
０
０
ｍ
の
盆
地
に
広
が
る

高
野
山
、
寺
の
数
は
何
と
１
０
０
余
り

と
か
。
幼
稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
あ
る

と
い
う
、
正
に
宗
教
都
市
で
す
。
お
昼

は
、
ご
ま
豆
腐
や
高
野
豆
腐
等
、
ご
当

地
な
ら
で
は
の
精
進
料
理
を
頂
き
、
い

よ
い
よ
奥
の
院
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

最
初
に
目
に
入
っ
た
の
が
、
高
さ
４
ｍ

位
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
形
の
慰
霊
碑
、
他
に

も
Ｕ
Ｃ
Ｃ
の
カ
ッ
プ
型
や
、
ヤ
ク
ル
ト

等
、
亡
く
な
っ
た
従
業
員
な
ど
を
供
養

す
る
為
に
企
業
が
建
て
た
も
の
、
そ
の

数
は
１
０
０
社
に
も
な
る
と
い
う
か
ら

驚
き
で
し
た
。
社
員
を
ね
ぎ
ら
う
心
が
、

企
業
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
そ
の
参
道
を
通
り
、
老

杉
や
桧
が
茂
る
中
に
、
20
万
基
を
超
え

る
墓
や
供
養
塔
が
並
ぶ
奥
の
院
。ぶ
る
っ

と
身
震
い
す
る
よ
う
な
、
ヒ
ン
ヤ
リ
感
、

遠
く
平
安
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の

戦
国
武
将
達
の
苔
む
し
た
墓
石
が
、
長

い
歴
史
を
物
語
り
、
敵
味
方
な
く
寄
り

添
う
よ
う
に
、
そ
び
え
る
姿
に
荘
厳
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
弘
法
大
師
の

足
下
に
眠
れ
ば
極
楽
往
生
で
き
る
と
い

う
信
仰
に
よ
る
も
の
と
言
う
か
ら
、
空

海
の
あ
ま
り
の
偉
大
さ
に
宗
派
を
超
え

た
霊
場
と
し
て
、
全
国
か
ら
参
詣
客
が

絶
え
な
い
の
も
納
得
で
き
ま
す
。
空
海

は
、
62
才
の
時
に
永
遠
の
悟
り
の
世
界

の
入
り
、
今
も
念
仏
を
唱
え
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
２
回
今
も
食

事
が
運
ば
れ
て
い
る
と
の
事
に
は
驚
き

で
す
。
世
界
遺
産
で
あ
る
高
野
山
。
全

体
が
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
よ
う
に
感
じ

精
神
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
気
が
し
ま
し

た
。
今
回
の
旅
を
企
画
し
て
頂
い
た
事

に
感
謝
し
沢
山
の
お
土
産
と
思
い
出
、

そ
し
て
少
し
ば
か
り
の
宗
教
心
を
携
え

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。（
二
口
支
部
）

▲農家レストランにて

▲梅干し館にて

今
後
の
日
程

７
月
16
日
㈫　

助
け
合
い
組
織
定
例
会

　
　

17
日
㈬
～
19
日
㈮　

　
　
　
　
　
　

エ
ー
コ
ー
プ
商
品
の
講
習
会

　
　

25
日
㈭　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
海
老
江
東
町
）

　
　

26
日
㈮　

手
芸
教
室

８
月
２
日
㈮　

ち
ゃ
ぐ
り
ん
大
会

　
　

６
日
㈫　

フ
ラ
ワ
ー
教
室

　
　

８
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

21
日
㈬　

日
帰
り
ド
ッ
ク

　
　

24
日
㈯　

フ
レ
シ
ュ
ミ
ズ

　
　

25
日
㈰　

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
体
験



いみず野だより　８

信用手数料改定のおしらせ
　平素よりＪＡいみず野をご愛顧いただきまして誠にありがとうございます。
　このたび当ＪＡでは下記の通り各種信用手数料の一部を改定させていただくこととなりました
のでご案内申し上げます。
　今後とも一層のサービス向上に努めてまいりますので、何卒ご理解をいただき変わらぬご愛顧
を賜りますようお願い申し上げます。

信 用 手 数 料 一 覧 表
現　　　　　　　行 改　定　後

振込手数料 宛　　先 １万円未満 ３万円未満 ３万円以上 宛　　先 ５万円未満 ５万円以上

ＡＴＭ

同 一 店 舗 無料 無料 無料 同 一 店 舗 無料 無料
当ＪＡ他支店 無料 無料 無料 当ＪＡ他支店 無料 無料
県 内 Ｊ Ａ 108 108 216 県 内 Ｊ Ａ 216 432
県 外 Ｊ Ａ 108 216 324 県 外 Ｊ Ａ 216 432
他 行 216 270 432 他 行 432 648

窓口

電信
振込

当ＪＡ他支店 108 108 216 同 一 店 舗 108 216
系 統 108 216 432 当ＪＡ他支店 216 432
他 行 432 540 756 他 行 648 864

文書
振込

系 統 108 216 432
他 行 324 540 648

定時自動送金（サービス契約料） （年間） 648 （１件） 54
当ＪＡ他支店 無料 無料 無料 同 一 店 舗 無料 無料
系 統 108 216 432 当ＪＡ他支店 無料 無料
他 行 432 540 756 他 行 432 648

通帳・証書再発行手数料 540 1,080

口 座 振 替 手 数 料 10～ 108 108
データ持込の場合 54

両 替 手 数 料

１～ 100枚 無料 １～ 100枚 無料
101～ 300枚 108 101 ～ 300枚 108
301 ～ 500枚 216 301 ～ 1,000 枚 324
501 ～ 1,000 枚 324 1,001 ～ 1,000 枚毎に 324
1,001 ～ 2,000 枚 648

2,001 ～ 1,000 枚毎に 324
※消費税率の改正があった場合は新税率に従い改定いたします。

金種を指定した出金にも適用いたします。

視覚に障がいのある方は、窓口でのお振込みも
ATMと同額です。

（消費税込み／１件につき）（単位：円）令和元年９月２日改定

肥田  知久

日時 行　　　　程 食事

10/8

㈫

県内各地＝最寄 IC＝明道町IC＝
7:00 ～ 8:00　  8:00　　　11:30

名古屋市内／昼食＝香西かおり＆ものまね紅白歌合戦＝
11:40着／ 12:40発　　　13:00着／ 16:00発

六番北 IC＝最寄 IC＝県内各地
　　　　　　　　　　　19:30 ～ 20:00

昼

予定日程表

※バスの座席は申込順とさせて頂きます。※下記コースは予定です。最終の日程表にてお確かめ下さい。

旅 行 代 金 円（旅行保険無の場合）17,900
円（旅行保険込の場合）18,350

香西かおりコンサート＆ものまね紅白歌合戦

日　時 2019年10月 8日㈫ 会　場 名古屋国際会議場センチュリーホール第1部公演
開演：13：45（開場：13：00）


